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鉱物の個体発生＊

（成長期における引鳶さかれ現象〉
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　天然に．は，結贔の引鳶さかれ現象は，しばしばみ番ことができる．

　鉱物の榔本が扇形鈴構造を粒麟噛について考察したさいに，すでに述べたように，結晶は亜

個体（瓢憾慮玉vl撫歌1）とみなされるような母・ザ謹ツクなブ噴ックに1馴れることがある，，この現象

は，成長期の結鹸の引蓉さかれ現象として，われわれの興味をひ鳶始めている票

　引きさかれ現象は第72図にあむわさ勲．ている（玩矯厭職鷲○・，澱鷺1王㌔P《燈臓，tg34）⇔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引きさかれる原因はいろいろで

篇7尉灘　　 成長期に灘轄る結鹸の濾続的引嚢さかれ鯛，象

原因になることがあろう。ともあれ，結麟はその成長の過程で，

始める。それはひも状から東状に，そしで最後には球頼状猷なる。

　引蓉さかれ現象は，羅く冷却した火山岩中の鉱物や（琵N嬉麟，愚481第73図），A．平シ溝ブ

ニ聡フ　G懸7）による熱水哲三脈の鉱物など紅もみ翻）れる。凍沸蒼のような鉱物は，羅1端にたくさ
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ある票非平衛に．謬講状にイ孫萢物を

とりこむと欝いろいろの凝享躍11蔚の

拡張や狭さくを引奮おこしたやし

て引嚢さかれ現象の原因となるで

あろう．また，熱膨張もその原薦

となりうるであろう串絡暴藤の上

にひつかかつたノトさな凝篶聾繊もその
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　鰐73図　熔岩中の輝石の結熱（徽義…つ恐

　　　　引嚢蕊か謹毛舞象

んの頭部をもゆた束状に引きさかれた形が特微的でそれが鑑定の大切な簾1安となっているぐ第窃

図）。このような鉱物は，われわれにも知られている腎臓状集含体（たとえば，孔雀石・玉ずい・

針鉄鉱・赤鉄鉱など）の引憲毒かれ成長鐙よう壕象方法で形成ざれる、、

　引きさかれ現象を嚢こす鉱物の大部分観ついては，その原凶が具体的紅，蕉しくわかっている

とはいえない撫方解石鵜ついての若干のデータはV．F，ペトルー澱（熱轟紛瓢よひ“ぐ承されてい
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地質調査鑓粥報（嬉！（峯巻第8号）

　V，難．ペトルー瓢は1方解石の騨譲…の樹き港か

津む導1蒙の麹”輪の毅ll蝋1を1研鱗葺した、，その庵角峯石

は，繭部沿海州のヴ醸Lフヌィ鉱山のヘデンベ

ルグ輝石でふちどられた黄銅鉱ガ与鉛鉱冒讃懸靴

鉄鉱をもった方解翠粥閃醗婁1鎌錘評繊叢齢鉄鉱鉱石中

の望灘象に1縫uでいるものであ斎、コ

　方解馨響の離謙もは，←……般鱒は董）rl＄鵜（隻（）ユ（））　と

鋭いr｝1ぐ）鋤手）（滋敬1撒1（（）慧2）の織が組合わさっ

℃できているぴしかし，その端で，蓋）廊癌の蘭

の綴曲をともなら引嚢さかれ現象がおこり，多

くの戴1継解本（訓も雛ζ践v撮乱職1）紅分かれているの

がみもれる（第7ε図）鞍引惑さかれの程度や方

向は，　ノモン撲影において結l！熱の頭部における

（1（）猛）爾の投導の位llによってf｝えられる（第

77図）懲（！（）ぬ〉の偏1のていどは，騨一蕗“4（y

（i｛）昨5ノから9305汐憲“で・）で♂卜一∬％9ノ（嶺○叙ダ

から／32。！5’）である、、このように引きさかれの

程度はたいへん大憲いものである、，

鱗灘灘 噴患　 1まの瑛沸石の樹雪さかれ漫結贔《）

（〉くま）論縫灘羅浄丁撮聴擁10鳶！

　V．F．＾粋ルー二は，引謬さかれの原因として，マンガンのi齢欝姻蜜購．置換を考えた。第

76図驚示したサンプルについてヲ叢ペクトル分析によウてツンガンを定量すると野中心部は0．i

～0・13％で（NO・まのところ），（）．8磁．（）％（N（），2，3」のむころ）をへて蓑面噂は！．0％と，成

；羅するにLた1がってM無含有量が試弘えている。蜜赴，引蓉さかれ現象と光学性との間にも平ゴ凄関

係がある．すな、わち，中心部では麟罐はi、1う62～1．1籔うであるが，外側の引蓉さかれた部分では

i．群2～i。欝4である．このような数値か婁灘瓦るとM篇（C〈）3）として4～懲％のものが含まれ

ていることになる帯

　引き港かれ現象の鰐因について，他に麟体的に研究されたものを知らない。

天然の引きさかれた緯繍溝を，　ヒンガンの錫鉱床か墾誕細に案夢ヂ究したのはわ．V、Lントクイスト
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禽斌物む舗／本議煮鉱（奏1編難韓猷藩攣ける引きさ力蓋れ麟ゑ．療）　（、、裂田瀧嚢義1尺）

第欝図　　・雛窮撫登もつ球顯壁f簾の引鳶書か親灘舞燃×窯o替鷺yガジ鉱康

（／．％3）である。それは花歯

麹湊童二1や翠海終繊1三攣1のメ脅纏麟琢し、た

部分の脈にみられる鉱物であ

恭、，ゴ癒欝鷺蒋舞1勺デーダによ浄・L韓ご野

勲広繕ミは獲患。嚢オ・ら3《xy、感（x）τζ三の

深さで形成された

　鉱床の硫化物脈の申で／jl，

まず引きさかれ．成長を承す石

夢萎の郭資1。腰薫沼外ら）才もる、，

　そのような弔f夢婁は擁．い葬稀馨

i刃状，またはレンズ状の形を

し．てお鯵　ぐ舞響呂獣D，1本鐡¢）

鼎熱1と溺耀繊との容罫か呼1隣罫1勺な

ものという∫感じ｝である鼻

　その丸っこい石菓を横断葎llでみ拳と，糞藤にN慕軸をllζ角にし叢々向の細いせんい状のll鰯体

（蹴隻1）矯礁燐ぐ垣譲）オ識齢なる放身ぎ状幸薄造をもって1い轟瀞　その護繋1紬に平行に切ウた断爾でみると，　第

7嚢図瓢示すように，中心から東状の亜個体（灘1）熱礁v滋εのが広がゆてい築。そのおのおのの東

の申では隻酬剛水（s晦童漁・磁職bl購　／．軸か紗麓力拘へ⑳一45警環いた方同へ向かっている“

かくして，引きさかれ，灘孟象は第7鋤灘に典2融物に示

したような形をとる』ことになる。

　引鳶さか才した讃ゴ三英は茅　しばしは’嚢鞍同金斌をも沿た

小さな球頼穫懲僚一1イ蔑体包有物が数、多く累帯的紅

分布している，，1石英の成コ繋の過程で引きさかれた

さいに，ζのような包禽物をとりこんだものと考

えられる韓し、かし，引鳶さカれ。の原因が包膚物1か

どうカ》罪　そう祁ではないの甲ではな爵菟ろう力慧？

　ヒン・ガン・の糞菰緋ξには，　このほか紅，一ボ寸塁藁なつ

た形の引鳶さかれ現象を示す／（｝～罵膿！の石英の

結晶がある（第＄（）図），，

　胤の離　菱には沙

（40藏）罫（7（）瓢），（8Q瓢）などの爾がある雛しかL

の欝個イ本（s嬉痛羅iv滋嶽のからなって澱1）實
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，嚢の診のの鹸は拠撚1から5－3撚聡の多く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図紅よくみられるように，表顧から離れている，、それ

　らは引きさかれて塁驚長した華吉載，』数もな華熱犠の1方｛立からは瓢＞一3（舜編ひWぐrいる“まメヒ，欝1翼煮！震

　長・し施楽毒闘凄のもとの暖ノでも鶯ともプく鳶い、，3擁ヒにゆくにつ才して至販｛願／本の無1磨のメ縁韓y∫、さくな1り，

　頂き溶ではそれぞれ、平行紅なら蛭鑓ようになる“　したがウて黒h（》m嶽〉1／轍竃灘1の醐は同じ舞　1認）翻のよ

　づにみえている燈

　　この、激うな第！のオーダ・一の灘笈／麟体は，（）．（）1・、！m膿のノくきさで烹鴛いに5～王乏ヂ離れて▽鳥る第

　2のオーダη一の璽1藤！彰本紅ラナけ齢藩しる“

　　稔、轟．1の断懸をみると，それが正常の成長をとげた中心部をも肇ていること，また，緯1晶作講／の

　擁期にのみ引誉さかれ凝象がおこひたことなどがわか嶺（第8達図）、、そレて，引嚢さかれ現象と

　ともに緑泥石，鵜淵母，鉱石鉱物，液体一気体包梅物がたくさん累帯状紅分布している、、

　　液体一一澱体諺有物は第2のオーダーの亜欄体の境にかぎられて嚢舞，笛1のオ瞳ダーの亜個体

　の撲葦点にはみられない“ま疏，他の鉱床ではアルプス型の脈の申の鯛で，糧いモザイックな購

　造をもひた石英が，そのブ’聡ッ餅　（璽韓i体）の騰に荷って1さえも液｛本包有物をもひていず蘇こ，い

　ろいろのオーダーの小さい亜個体をもった石英／蕉は母液の包有物が…一・杯みら・れるということがあ

る、〕
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　これ。は聾　需簿喜大切なこと

｝眠似たよう1な耀轡薄韓1，轡黙麺

的紅にごった季し白難の1鷺凄姿

（また，で滋の鞍黙1ヨ杓ににごつ

た叢賦ξ物観も）　にi樗餐毅1約で・あ

る、，嶺生的ににごひた。賑英と

二：二次的に』にごった石：誉£（後述

壌脳鷲〉）の1違いは，1搬の．蒼勢芝の

成1鵡続購打系した大切、舞1題艶

ある（べ．ルトシ認！、繋フG．聾，

慕購難）、．

　1初撹i爵勺に撃錘旗色のイ薬婆は，

結l　iの申で累帯状鱒，蕉たは

講／影紅ノ，駿喋ド（一いるそ達ヂイ・ソク

／震蓬蓬と謬懇係渉叢ある　（グiノゴリ

エフ登．茎》、シigl82）ぐ、それ，はダ

ゲスタンの；蕎英護蝦（第321．難，

ジヤジキナ　璽．Y．，　ig57〉，　ベ

レゾフ、スク1金鍵l／緊ラ　雪ン欝ノレの

グンベィキ麿よびヴ認＝ルγネ

喰毛瓢イグ）1嫌（鋳蕗8乏き隙1野

欝亙蕪藩奏　■総s墾）
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　ヒンガン鋤擁・は，澤瑛とともに姻1一

輪gl憾の壽、潜躍薯も麺黛罪純のタ愈申届で引きさオ蔚佑薫翼

象をうけ’ている、，引きさかれた1趨／無癖瞭

はその縁を硫砒鉄鉱で規則的紅とり蜜かれ

てし書、、う　（1拷、i重糸毒醐 痔ヒ鷺鞠杓・懲三欝護に奏翻憲tノ

て蓉欝酵甲費ある）ぐ，

　1綴葺工翼i艶　は引きさかれて葺瞬犬の蜂　体

を作る、、，その盈欄体は舞含体の申心か齢各

プ滴に1、（／～1ぎ覇づぐいる（第84図）窃初

生舞勺護i鰹物の無紅ノ駕ま蔓した／流鷺ヒ護i失劔1は，　その

ような轟嶽1をし．ているゆ渉蒸くして弊編菖黄叢失

鋸1の茎），で！sm｛、（慧叙））　と蓋）i搬鴛く1》idε（（）（）三）

グ堆睦．熱紺こした櫛状の形が生じる（第85

図）1ξ｝1滋騨1捻一硫イ鱗二鉄鉱の集禽体ぴ）亜個休

の編…の尋瀞霧醗、轟磐ぎ象1播く1紅　＝わさ勲．ている，、

この1鐵爵誤ら1錦ら渉Nなように夕．各嚢欝ゆらの引

憲さオ・れはい麟）いろの自方陶に摩ぴこつてい

る。オ、くで多｝樋箋搬co羅続とっ騨ぐ詳～ると伊5♪

散は乏緯瞬で（ぜ，批爾では8呂蓄）に達する、，

蓄）r撫瓢tl灘の緯韓llは慈に1葭費1な麺1て警懸運雛iに

お戎二つて寒翁り勢備1りは蕪勾’に達掴噛る、、

，誉の応め紅汐＝二浮℃均な1ぐごむ力盆ノi三じるo麹／導三爵松1・

｝アン　醤，1｝，ヲ1∈薦／lいザハルチ・ヱ｝・二．マ夢A．1。，蓬9551レム
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鉱物の鰯体鷺総（一1三長期ヂ欝け懲引惑さかれ翼象）縣弍闘1．．ヂ益妻1）

篤綴騒 ・撫癒醗1な羅藏鐙艦箪舞舞憲蒙　て争霞く色

びいてい　石強ぐ酔輪に1行〉ゆ響鳶零

かれ繊長　 纂藻しで鍛帯謎弾皿費奪状に趨

騰物が分帯も岬い纂ぴ　×o．亀　ダゲスタ

y，　縛ミ賢シマ イ霞磁聡

鋳峯霧轟鷺 無淡礁鷺窟物鳶も　霞輯糞慰力隅潟海石英

（断癖）鳶　×馨娘！ン欝ル，ベレゾァス鷲瓢

鉱康

第8鍾難 獅1難黛齢繍　　 韮縫雲かれた東状結購韮

縁に糖ツて磯幾鉄鉱ぐ鰻　）が劾翫
×32鎌　鷺yゾずン鎌韓銭

第灘麟 灘麟　毅に癒慕漫旙隷i撒麟糠の引嚢露かれ，
赴蕪舞凝繰　×葱翫　ヒンメブ〆き鑓1撫

磁一・（4鋤



澄嚢繋愛謬絹i薮三響鍔報　　諺ギ峯賢1巻　第呂羅』）

鮮ぎ謬暮i灘　窟馨凝叢甕諜駿の導1ぎ毒爵》敢、毅績轟ダニ）X

　　　ヴーレ鮎　　湖ノ

　郷かの鉦1躇勿，　たとえばイ“蕪ぞfのように引憲慈か浮・縫鷺霧亀が夢

いろいろの方向ヘザ銭塁歪に，嚢嚢欝齢勺に；進・1テ慣→ると，夢鞍毅桑勺な

球麟になる、．そのよう範して生じた鉱物の形は，中心部の

難線談蒲il（鍵1按繋鋸護1薯勺にも，1懲欝醜購輸約に蓬））オ潮ら華歎辺擁1の≡多

桑糞露熱奮茎黛孝本ま炉ひ黄≧護就裟ン逼鍾羨i　lミi勺に鷺三じ！ぐいる準）のと1翼：響1あする

ことオ三ぜ貯きる丸、

　i天蟹鳶の引きさかれ灘猛薯菱1竃はいろいろのものがある，，．．ヒi慮

のよう紅フ成養の末端での引嚢さかれ翼象とともに，結繍

の初期にだけおこるものもまれではない。その場合籔は，

引きさかれ紅糸売いてすぐm普通の華熱罷翅）威1長が脂こる暮その

時紅は，いろいろの1影の放蟹状の緯1晶集合体がえられる。

すなわち，東状のものや，㍉太陽強　と名付けられるような電猟石の集合体などが生じる⇔

　鉱物の成提の様子を解析する訟，実験した場倉紅もそうであるが，引きさかれ成授は檬1接，結

叢嗣乍弄碍の豪蟻素墾曜艶おこっでいることオ薫わオ圏る、二、

包；警舞勃の象購菱欝と突毒はなし現象

　成長／．、つつある鉱物は，まわりの鉱物との関係において，それをとりこむか，ま鳶は突きはな

すかする、、それ．は鉱物の生成の乃法に関露L．て象助，交代作用続よ塾生繊1されるときは，交代し

の雛し疫1劔羅勿をとi）こ定5竃一導霧嶺亜がある、、その飽の場合に葺よ，つ憲はなすか，　とりこむかは継1晶イ乍

用の力続よって糞’蜜ってくる⇔

　離雛熱竹註月／の力垂愈，1叢ったもの

との達寛1・こ磨獄ける馨譲藤箏叢ソ」の膨｝で

あらわ津Lる繋諭覇工ネノレギーと醗葺

1系竃．ノている。

　糸識隷…が（簾事呂7醸1，　至）1容1夜（2）

中で／戎ま蓬して，難響蝿係の毅三グ）尋勿

ず本（3）　に1．魏’禽うと一一一糸熱illi遼）

1翼曇爵がそこま叩貯黄嚢畢町るか，！拗構丈

渉＆叢薄ちるかなどの欝ξ因紅、よって

一一…壽！物ず本に業重す“る麹鑓効¢）／莫続1

は（鉱物紅よる膨婿本のつ奮はな

u，　また撒とりこみ・）瀦劔捕勿と

物体の問観器ける溶液の浸透の

等∬講雛盤によっ℃嚢まっ甲ぐくるぐ，

づ零なわち，　鰭勿｛本　03）　との援1轍ミ

葦郭に』むいて，藩広物（i〉が／戎ま鰹

　　　6ン、ぎく砺檬廓萄2て

r」r1』こ』蕊rセ㎜

1』□』」　1章』

』』！逃』ヤ

』』ユ忌

　　　　　　　蕊

婁霧き饗鐵

◎讃〆δ1．2肇◎、3

三』』o吏』』『｝…

ヨrr「ヨ
屑　　　ト

にハ　　へ　　　　　　　　　　　　　 ぷ　セゴ

　　　　　　δ

踏藏（繋〉　記塗れかむ礁蟹した獄壽勢（三）齢よび無醐｛系な物体（3）

の燦蘇iよ鶏率ノレギー1こ、菰る窮諜互騰係磯摸式巽1，き　慕一一物／革と接趣舞する灘壁1物

の蜘笈，b一鋳触瞬鯉観）辮1麺）繊，臨

を編竈けることが一で嚢る力嵩艶で・きないオ》によ喋て嚢まっ）ごくる。

　溶液が接触部にそで》てr浸透すると鉱物は生擾で糞る。そ隻ノて，糸編裾乍用ソy（αy8嬢1財遜癒轍f（猫

嚢融）　とよぼオ灘る葺三力が畢盗1凄づ嚇る濤

　い叢，問題観している1系において，嚢爾の関係続は次のようなものがある．鉱物　（i）と溶液

（2）夕鋸1物（／）　と彗勿撰糞（3），および溶液（i≧）　と物体（3）のそれぞ葦ノしの比較表醸エネノレギ

榊をぜ1＿重，び芝＿毒婁拶艶3　と鵠するく妻

　もし，態略．＞聾櫨※触疇という1講係があるならば，鉱擁勿は物ず案1℃くっつくであろう⇔　というの

は，　麹欝物と灘纏本のゴ魔黙饗のi方が，　鉱物と溶液，　1審液と£物イ本の『暁徴iより星）濫ネノレギー的に春1シ含がよい

からである。

　もし，偽疇＞｛叛ぺ1÷％畦1と》・う関係があると憲韓1，　鉱物と1容液，および溶》夜と物体の境1面の方

難｝一一（磯叡｝）



鉱物の1醸体発癒（差茎長期績蕊ける引鳶毒かれ舞蟄，（蕪雛．i畜益匡訳）

が鉱物と物体の奪諏醸1よりもエネノレギー的紅者翫1がよい、、この場慧紅は鉱物と物舞鶏のll、轡癖容液が浸

、人し．て『くる。そして鉾辱勿婁駅力鷺勧か毒薯もる1響毒設・1．1三がて“てくる“／．謄鋳を1＿穏ずるためのエ1ネノレギーは

　　　　　　　　　　　　　　　　擁瓢ざ娠＿蕪一（3殉遼一銀独ぎ葉．．繋）

　εは鉱物と物体の接触する境面の醐繍、塁

　かくして，（これはたいへん璽要なことであるが）鉱物屑、饗体との関係は一一包有物を捕幾す

るか突毒はなすか一一その鉱物と物体だけ沿性質によ篠のではなく，溶液の性質紅も影籔がある

ことがわかる。したがってこのよう顔．難系はたいへん変化にとんでいるわけである暇

　結晶イ乍月護力は）がぎられた値をもっており，（他の物体が比較lfl㌻大鳶な獲二おをもっており，し．つ

か参とくっついていると惑には）絶こ豪ザぴ逢i・すると，劔講勿は箏鼓翻鐸轡に包摩鱗灘を1吸真農してし．まう、、

天然で生長動る鉱物の結晶作用力¢）大鳶さは，　体どのくらいのものであろうか？　それは現在

形成されている鉱物の観察やノ“二的に成幾鴬せた鉱物と物体との関係か姦鏑餐頓ずることがで奪る。

現在，天然の物質籔ついての結晶難用与蕨粥韓1する！っの試みがある（グッゴ！ヌェ7董）灘顕懸（）D、、

　そのような欝レ鎌1は躍くの華霧i！籔紅ついてなさ章した“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
　特殊な気象条件のもとでは，土の湿気を摂醸して，氷の粛とよばれるような．氷の1慮が、ヒの表瀬

に生じることがある難　黛の柱は．七の表醐かわ数c撚（欝～鴛（雛に達ぐることもある）の譲1さに

なる難そのよう紅事行な一1鷺伏の形の集1…体になる氷の柱慧1，溝粥フ紅ヒビyに蕊レズぐ鷺．i藤．ボンシ

講テットにょって記載された　（欝滋）。　つづ’いて，　ソ1どエト各地で落くのノ、によって記載された

（バラノン層．Y・，，ig豪舞尋ヂモノレ．スキーA．茎）．簿美膨欝募ステンプ聡7猟キ　一　！～．灘渡．艶！黛欝〉、，

　　　　　　　　ハ　　 語響擁　　　自獣の柱はヒの一i二に横たわっていた盤蕎のかけらの下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも成炎づ淋る鳳とがあ嶺、ンぞの場合鱒は氷の柱ll燃よ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て石が蓬、讐ち心／二げられ悉という，弾常に興昧のある淵象

㌣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がみられるΩそれは，たと乗．ぱ欝48年，難月i7i三1，購
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帥カサ．スの1カブレ卦紅おいて夢鉢ら才1、た（舞ぎ呂縦測）鎌瞬、二、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　義．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱紛　氷の叢ら1は象　しばレぼ，擢1物を、ヒから引糞ぬいて，灘
　　　　．．翠辮難詠，擁鱗欝響分繊ととも嘆あげている一る、
　　・醜黙灘

嬢繊業1蕎のオ，けを、磐紡あげ歳氷の鞍瀞灘．婁．　　鷺石のかけらの渡さ蔦それ治微している部分の氷

　　　　聡づ疲みカヅレ弥ぞ　　　　　　　¢竣ll積とか転汁』奪1汰ノぐ肇氷は8／）騰9灘職醤のカで成長し

たことがわかる、、しかし警　この華蚕は裏珊Lーて糞識ブく糞甑叫むはない、，叢邦；の覇：　　は襲　 ／乍ll！のカは難）（）

暮麺がに遷するζとがある（A．ヘグボム）とか，撫9麺寵にまで嚢1噸ことがあ駆P．＄．ワデ

イ12）とか述べている、、1、の中で成擾した氷の柱が1．蒙大な力燈．Lを持ちiげて，遵路を破壊する

ことがある　（ザ聾ルスキー　A．鳶．，辮磁），，

　上に述べたことを基イ麓にレて威1長し〆つつある鉱物とそれに開係のない物｛本との藤1二酬謝係を明ら

治為にコぐることがで“きるQ

　まず最初に畢講黙場斬で 1長1、．ても，鉱物の種類に、激って，それをとり穣く他の鉱物との関係

は多様であることを濠意しておかねばならない、、慧，1水湖薪）鷹で成擬した翻rξ繊撫麟難の結議は，

泥の粒を突響はなさないで，それを吸収してしまうので，普通lll，レ》ぼい色がついている、、ところ

が同じような条件で成畏する難工｝s（）驚i繍の騨繍峯蓄は無色透明で，包有物をもつていない蘇

　それとともに，縷鷲鉱物でも条件が違うと，他の物体紅対する醐系が違・プぐくる，、粘L中で成

鍵した墨賛．響の緯1灘1はまわりのものをつ嚢のけて，嚢れいな籔有物のないものとなる（石鶴；の畿わ

り㊨粘＝ヒがかたくなることがL．聾蕉。ミ鐸ボリスキー・葺．藪翌．業ビ残ズルン・（乳雪講（めぎ凱よってみ

とめ熱れ鳶），、一方，砂の中で形成された石欝の楽、！l贔は砂粘を一一杯包有してい恐（餌鞭丁磁績傭雛迂

繍肇〉講欝）“

　第三の鯵含がある。すなわち，多くの鉱物の中で発達し．たあ恐鉱物の結麟が，ある鉱勿は趨有

し，他の鉱物はつ糞はなすというよう紅混入物を賦別することがある、，

　この過程は第蔀9図に，強制的包有物の場禽紅ひいてのみ図題されている（（｝劉遭熱し」，，／攣灘）、

注2）　このような醗象鹸，A．蛋3睡t輪闘）t（／8・卿に1、菰べξ，織じめで鉱物耀1約鴎　義魅麿、た，）

5．瓦一 一（奴護）



地鷺調査轡鍔擢　（第16懸第8勢）

、、黛麟臨嚢義藻

購　　　著夢曽　　　　ユ　ほ　　き　　　　め　　ゆ　　　ぷんむや
　　　ヒドむ　
　　1、藁．

　　　一
　整鞭
　　《甲・

1鷲呂g図　 1蕊聾∫1を亀鴫薦黙襲櫨ジ難のや騒撚cO貧1融の難蓉誰こ

　　　　象娼ラ誉糞糞獲1際無聡観罫娘　×嵐欝喬

繊紅，構者の接触部にそって浸透することがで嚢るからである，、

　あるー場合には，包1蒋物は凝諜のあ鉢ゆる面の、全懸綻わたゲぐ均一一一斐1とり龍藪オ／むて砕る菰とがあ

る。これは　ζ筆融聡讐蹴1く磁訳注9　石膏勢ぴ）慧合力盆そうである、，捕獲と「つ嚢はなし濁敦が，交互に

周麹抽勺に嚢こるとシ包衛物は

鉱物申に累帯的にとりこまれ

るで満あろろ難そ津しらのことも

一般に知られ．ている．

　ある場含には，包壌ぎ物が繊

で藩汰なくて漿愛にそウてとりこ

珈叢浄・しる胤とがある“それは率愛

のまわりのニカ磯揚か詫ひ説明す

ること力計費嚢るむその例はタ

ウラノレの。ノ受鷲フ．ス雛工石、妻叢菰

！莱の近くの含石繋石穆ぐ撃1ノ幸紫1

申のざく避）華ぎについてA．墨）．

カルピン、スキー（1．9墨）が記

量戴しでいる。

　図には糸承艦三畢藩（催遜デはウラノレ，またはカジフオ

ル瓢ヤと示L〆ている）の採麗t叙》iぐ紀め蕪llが暫≒され

ている（，その酬ぐは右の方からづナ布L，、てきている

痘覚．慶麟が3つの物弟叡（1葦1い）をとりこんでいる、、

そして繍有物の聞紅！l襲が入りこんでいるのがはっ

き夢わかる“／薄渉簿霧づ勢の側醐1・こそって、いろい

ろの形に入っていった様子や．また鰯が脅流して

新しい成長のフ獄ン轡がで憲ていった様子がよく

わかる。

　第轡1）図に，黄鉄鉱のヂから　、．段）方へ成長した

欝、ε薄櫨裁壷の醐程薫力盆ン糞さ才む甲ぐいる　（ウラノレのカノし7暮

シ諾司慧板岩吋のものS．N、イワノ7シi9菖Ol辱1

は墾、Y，ヤ1二～シュ〉。絹．叢母の鷹禽鋤をとりこん

で，黄霧荻動広の層は次第1ご1大きく成長してゆくこと

がで糞る，、というのは，黄鉄鉱をつくる溶1，疑が自

第蝋灘

難

鐸、鐵し蹴黄鉄菰中の繕岬馬簿紛麓衡物（1、寿1訳魏）。

濫ツチしノた醗鍵邑蒐奪鰭属　×蟹）わ　ミ＞ラノし，カラ。バシご

串の叢“戴蔓慧1の麓轟薯簿

　鍛鵡右1）鍍・爾と溺講。

ヱヱ薪鋸ヒ禽鰹翻鎗蒙の端鵬藩旨

　熱！磁覇）曲趨姪烈の形をt／たMかざくろ石（糟醸鎌rt萱穂分一まヂ・を6（甥　　む）は，透過光で薄片をみ

ると，微小な石馨や方解石の包有物が蓉まぐれ紅分布しているようにみえる（第91図，翼・一｝V），、

　Lノかし，それ．を瞬輯にし、らべてみると，それらの羅有物は痴削徽ll）麟民姐業紐の稜にそって分布し

て1いることがわかる、，そのような包藩諮勃の分噺ぎは彦霧嚢ま図にン罫きれている　（ヤ灘）教，それぞれ（i，2，3）

噂あらわされている（憩（））に平行な3つの断醐があ1），それは（亙慕，翌i麺）に相、還する。

　他の場含もいろいろの断簡を奮ウてあらわされている。、

　第瓢図に勇、された，痴蟹漉曲磁撒茎の稜に包鵜鋤のあ蘇、，繭の切断懸捻次のようにまとめるこ

と力叢《・憲るぐ、

　茎髪a・一（／x）i）に平幸テな塞）の1

　亙きb一（21i）に平誉なもの1

　蓬きc一中心，または申心に近いところを期っ薦．（／i2）に平行なもび）1

　測，（翌一（難三）に昇菰行｝雛＝＝三プ疇の／葺、影慧をと．お・ッたもの1

　呈夢鷺一甜㎜の中心に近いところで（圭騰）紅ll葺なもの1

議幾注！）　、裂馨満萌著，顎縄1爵慨か葛難謬経，祠

52一一（蜜薫）



鉱物の脚塞灘生（鷹誘蔓期綴紋1協引奉さかれ現蜘（黒田糞益訳）

躍　　　　　　 ぎ
　　　　　　！

　　　　　　1
　　　　　　き　　　　　　　　　　　　聲　　　、ゴ・　i　　　　　　2

藩

　　　　　　i

　　　　　　多
　　　　　　き

　　ダ　　　　1　　　2
　　　　　　f

　　　　　　ゆ

　　　　　　、　　　5

第9蕊麟　　魚蝋工霜01鴛（圭罫範1む酸緯鞍緊や方解石の包樽物嚢曝ったざくろ嚢聯×鴛軸1ン学藩，ボ轟ヌ叢コエ鉱蝋

　舞　C田）に平行なもの1

　羅，ε亀一（雛））緯平行なもの1

　雛，b一結議の申心を通って（撫））に平行なもの1

　膿，鄭一（癬○）に平行なものl

　lV一（臆のに平行なも¢）l

　v一一（鰍））に平行なものl

　w一（2薫．工）に平行なもの1

　職一（鷲（））に平行で結晶の申心を正確紅とおっているもの．、

　遡の現象一一一面に包有物があり，稜紅ない場合　　もカルシスキー鉱床において，石油の滴の

包有物をもウたハ欝ゲy塩のサ》ヅルにみられる．

　また，鉱物紅発達している結離轟1鐙ヰ1で，その一つにのみ機械的に包有物があ墨のという場含

もある。そのような例は，ダざ時計皿構憲愉もゆた石膏，角閃石，輝石に知られている、、同様に鉱

物紅ある稜線の中で，気つにのみ包有物があるという例もある（亙、至，シャフラノフスキー・

V．亙．ミヘーエバ漏たとえば，1三i本の渡瀬川の接触変成雄沖の漿青石には，麟／㍑（）1也と騨撤茎曳

の爾でできている稜線にのみ包有物がある（第鰍図〉。このような包有物をもった董青石は娼9（｝

年，L　Kil燃c簸によって短瓢c玉艶と名付けられている、，

　結鵡の頂点は独得のエネルギ［をもっていると考えられるので，頭点の移勤したあと紅従噛て

包有物がみ齢れる爺たとえば，ボルガのサマルスカヤ・ルカの粘土中の石繕奎1：では包有物は（鐙恥

の方向にならんでいる（第嚢3図）、、図にみられるよう，（儀の，（惣）），（U蓋）の形をもった結酷

の稜線に包蒋物がな軽んでいる、

　最後に，躰ろいろの要素をもった結贔がとり鷺まれる可能性紅ついてみよう、その 一つ籔次の

ようなものがあ㍍

　翫hi緑融W（イギジス，C㈱恋顔撚のの変／或粘板岩申の紅柱石（空鼎石）は瞬灘“鴛（））の

欝一（蟹鋤
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（鋤工｛ゆの鞍に舗壌f物をもっ蹴襲毒1薮（i・1本要護瀬絹）

（109）iこそやた凝1躍差の鐵iに平薦：饗携期翼こある饗iこ上質趨有物饗

弘つ藻1欝・慈㌔　×｛），彗。撃・畷ηし蝋カヤ・ノレカ

〈蓑《｝〉の稜と＜○磁）の戴と1鴫憾騎物壷之もっ旋紅獄三蕎（繋贔石）

・綾とが叢撒α）撮（（）（）！）　の衝に包南擁勿をもっでいる心それは奪霧94図に1麓式lli勺にあらわされている。

第≦）4図のものを薄片でみると，第9き図にあらわされているように，いろいろのものがみられる，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その宥側のものは，結晶の中心からあまりはな

　　　　鷹

轟鍔

垂霧麟さ1灘

灘

♂

驚

翫
ぎ

繍誘

ノ
，

（ユ鱒）め鐵と（（）｛）絵び）譲瓢葱聡物嚢寒、・、、た

紅蕪藁（蜜贔葵〉鶯薄茸。〉く描台イギ翠諜唐

“曲韻融燵，甑擁蕊w～の饗獣粘護薪、1

れていない（（x）達）櫃巽鷲Σドfテなものであり，去《側

のものは結繍の端に近く（！沁）に平許学に切った

もの層である（｝撫雌総rA呼i937）。

　実際，包有物は結晶形を瓢のみ支配溢れるので

はなく，その成養の騒芽の形紅も支配されるぐ、

その成長の過程で隣のものに邪魔された結漏は，

はじめは結晶醸をむひていても，やがてその結

晶外形を失なづでしまう、それは，ウラルのア

、ノレフ勢ス鷺斐び）簿羨ぜ）1二奮1ダ）　ま）y8鎌諺銃融　伴嬉蕉諺電ま轟した墨l

i英にみむれるように不均一・な外形を示すよう紅

なる（ベル｝・シ轟灘フG。N．，，墨842）。

　包準ぎ物を躰雛養したり，つ鳶はなL、たりずる力

の相対的な強さは，変成岩申の鉱物のαys撫

／掘）／撚t念なシリーズであらわされる、、

成叢期の灘転
　麟転紅よ蓼，成長しつつある個体の方位が変イ1二する現象はいろいろの自然環境で訟こる、、

　結贔しつつある噴グマの1率…で，浮かんでいる繍品は，癒力鵜よって鋤くと巻，不均質な溶融物

との相、酬乍用噸酬蒙掴へるのま托，対流とか，概菱鎚）接触など紅よ噛て嚇、li転する⇔

　ある種の変成蹴，たと瓦ば千枚霧などでは成長期にお・いて結離の回転が明らかにされでいる，、

ごれは，　ざくろ墜嘗こぐ〉いて1よく1裁載され“ごいる。

　霧鷺の構遷運動のさい鏡．そ性変形やボ「輔総ゼ》灘鋼がおこる。そうすると，岩石の各麟が，

それぞれ違った速度で移鋤する。、そむよらな層の境で縞！熱し《いったざくろ着の斑状変編は餓転

させられる、、その灘三拠は，共生し、ている他の鉱物の包有物の分布拠よって明ら滲溝で、ある鶯ざくろ

石紅と！）ζまれた包有物は，ある場合に雄，総雪だるま勢状の，ある場合にはS一一字状の構造を

葛4・一（壌澱）
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　　　　　二◎一

　　　　　　　　　　　ぎ

睡　　　　　　　　5

纂嚢6醸i　羅窯嚢藷欝蘇鴬鉾鞍揉ヨしている劃護熱をS壕擁飛1凱と舜こん

　　　だざくみ犀fの嚢嚢状変藻。　蝶τ一ミぎくろイ『も鷺鷺・一

　　　鉱濃鉱轍撃驚一ぜ．1英き8億・一絹蕪鎌ま暮圭一琴、農鍵緑

．禽．～｝

◇　　　「…哩

　　　7

鰻鷺叢義と醸峰難に。｝；・ドぐ＄肇勢獣郵薄燃躍1）疇・嚢舞讐憲匿鶯疋i

三一一1叢糞幾義無雇鋳勢のli講鯵シ　窯一一il：難裟翼　悉…霧鷺叢

お灘轟渤欝の壽1鱒醤，　嫉一・黙葉試蟄　§一一／漢溝篶と匁ぞ調勃

の蔀暮獲i～讐　暮一バ類1藪

示す（第％図）韓

　8一一字唖犬の構造に発達する包；有物の分布の季幾構韓；第嚢罰灘に鞭1らかにされている、、鰹，有物をもっ

たそのような斑状変課1によっ｝ご，結論成擬の速度や搾理猷そヅぐの物質の移動の．鷺疲を欝算でき

ることに注意する必要がある鷺それは湾照iした包有物のく志りの半篠を灘定することか紅町能紅

なる，，もし，譲，い紹贔が一定の線速度C黄で発達し，片理醸に嚢ける‘1勿質の移動の速度C露が一・定

であるとすると，包有物の湾曲したくさりの半径は，成長の末期におい｛鶏速度濤豊滅少するの籔

つれて結晶の中心か齢縁辺部に晦かって減少するはずであ蒸Q　Clと£llの比は湾曲の半径籔示さ

れているので，それかむ速さの比を計算で鳶る．われわれはこのようなことを深く突込んだこと

はないが，V．Sd瓢繍，F．脱c短（雛．W．F鐙繍撒腿！妻，欝灘4から引／枷蕉よ華1、ぱ，躍、矯物質

の移動速度鰯を結鹸の紫或長速度から考えてみると，（琴蟻の値と乱、てS～5，（3という数纏がえ

わオ㌻ている離

　驚N玉器1圭（欝4亀鮎2殿）も鷲顧繍r驚圭譲鳩壌の欝長窄繊凝撰1二1の燕チルを包有した欝長石に》ひい

て似たような構δ駿を記載している　（ナリγキン鷺．難．窪瀞雛羅），、

　糊薩蝋紅よって華熱蟻llの｛立1置が募憂わることは，翠ず藤導脈の望駿瀦紅お▽、てもかな．り1三漆離されている、き始

めは壁に対して石英の結齢が成長していたのが，結贔の〕鷺ま二紅なるとまわりの鉱物が縄まきちら

された磐ように包1有さ津しているものがある，、ぞしズ，1…欝1趨選1鋤のプ」に、よって蓬鴛静とら才した騨1｝i熱が

空隙の底におちこんで，違った方位をもって讃iフ，それ自体も共焦する鉱物や石英の破玲で諏ま

鳶ち爵ンさ才し墾ている丸、
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